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東京電力柏崎刈羽原子力発電所における核物質防護設備の機能の一部喪失事案

の概要 

 

○東京電力柏崎刈羽原子力発電所では、核物質防護設備の機能の一部が喪失

し、実効性がある代替措置を講じていなかったことから、令和２年３月以

降、複数箇所において不正な侵入を検知できない可能性がある状態となって

いた。 

 

○柏崎刈羽原子力発電所では、組織として核物質防護設備の復旧の必要性を認

識していたにもかかわらず、復旧に長期間を要していた。また、東京電力の

社員警備員は、代替措置に実効性がないことを認識していたにもかかわら

ず、改善していなかった。結果として、不正な侵入を検知できない可能性が

ある状態が３０日を超えている箇所が複数あった。 

 

○これら箇所の核物質防護設備は復旧済みである。また、当該箇所における不

正な侵入の発生は確認されていない。また、原子力規制庁からの指示によ

り、新たに核物質防護設備の機能喪失が発生した場合には、実効性がある代

替措置が取られる体制になっている。 

 

○なお、平成３０年１月から令和２年３月までの間においても、柏崎刈羽原子

力発電所の核物質防護設備の機能の一部喪失が複数箇所で発生し、復旧に長

期間を要していた。 

 

○以上のとおり、柏崎刈羽原子力発電所は、組織的な管理機能が低下してお

り、防護措置の有効性を長期にわたり適切に把握しておらず、核物質防護

上、重大な事態になり得る状況にあった。 

 

  



（主な経緯） 

 

令和３年 

１月２７日 

 

東京電力から原子力規制庁に、核物質防護設備の機能が喪

失し、代替措置を実施しているとの報告。 

原子力規制庁は、代替措置の実効性を確認するとともに、

東京電力に、他の核物質防護設備について機能喪失してい

るものがないか、報告するよう指示。 

２月１５日 東京電力から原子力規制庁に、さらに複数の核物質防護設

備の機能喪失が発生し、代替措置を講じていること及び設

備の復旧見通しを報告。 

２月１７日 原子力規制庁から原子力規制委員長・委員に、上記内容及

び代替措置の実効性が確認できないことを報告。 

２月１８日 原子力規制委員会（臨時会合）：事案概要の報告。 

２月２１日、２４日～２６日 

 柏崎刈羽原子力発電所に対する原子力規制検査 

３月１日  原子力規制委員会（臨時会合）：検査結果の報告 

３月３日及び４日 

 柏崎刈羽原子力発電所に対する原子力規制検査 

３月４日  原子力規制委員会（臨時会合）：今後の評価の進め方につ

いて審議。 

３月９日  原子力規制庁がＳＥＲＰ予備会合を開催し、重要度及び深

刻度を評価（暫定評価案）。 

３月１６日 原子力規制委員会（臨時会合）：３月９日実施のＳＥＲＰ

予備会合の暫定評価案を審議。 

 

  

 

 

 


